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第20世紀の彗星に關匂する

　　　　流星群に就いで
On　the　Meteors　Asseciated　with　the　Comets　of　the　20th　Century

蕎　　藤　　馨　　兇　　　1（αor昂　Sαito．

　　1．流星群の見ら耽る彗星

　書來多くの彗星に關聯する流星群の存在が認められて居る事からして，殆ん

ど総べての彗星偉流星物質を件ふものの様である．山本博士も多くの彗星がそ

の軌道上を後回する一群の流星を必ず件って居ると言はれて居る．

　然らば，彗星の軌道が昇交国辱ぴは降交黒占の附近で著しく地球に接近してみ

るならば，地球は軌道蓮行の途中で彗星の残した流星群に吸瓢し，その結果，

特殊の流星が出現する筈である．

　今，黄道面との交黙に於ける彗星軌道の動径をrとし，地球が動脛或ぴはそ

の延長を横切る時の太陽との距離をRとすれば，

　　　　　　　　　　　　　　　dr　＝＝　r－R

なるliRの大小が，大局的に見て流星群出現の可能性を決すると老へて良い．

小棋先生はdrが少くともO．1天文軍縮以下でないと流星の出現は豫期出來な

いであろうとの御意見であった．筆者は軌道面が黄道面と適當な傾きであれ、

ぱ，drが0ユ5輩位程度でも流星が出現し得るかも知れないと老へたので，こ

の程度のもの迄を取った．云ひ攣へれば，この場合には，爾軌道ap最短距離は

Arでは無くて，もっと近づくわけである．但し，こうした場合，假に流星群

が出現しても，その軌道要素は原彗星の搾れと可成り距ってみることは否めな

い．

　週期彗星の場合には，母彗星が何回もの公韓の間に，大遊星の揚動を受けて，

漸次室間内の纒跡が異って來る結果，流星群が室間の謄V・範園にわたって撒布、

される事と，既に撒布された流星群自罷が，：叉，同様の影響を受ける事とに依

って，流星の出現の豫想される範園が時間的にも室聞的にも大きくなる．從っ

て軌道傾翁の小さい彗星では，必ずしも交黙の近傍でなくても地球軌道に適當

な題離だけ接近すれば，tt流星群を見らるX場合が多　ρ．ここに“適當な距離”

とは，流星群の撒布されて居る幅よりも爾天縢の距離が小さい場合の事であっ

て，個々の流星の最初の公韓から現在迄の時間の永さに依って，決定されると

考へ得る．
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　例へば，毎年十月に出現するオリオン座流星群（輻射黙α＝92。，δ営＋15。）

は，バリ彗星の昇交黙に於けるものとして有名であるが，流星群の昇交黒占黄経

（◎＋180。）は，バリ彗星のそれと25度以上の距りがある．叉，エンケ彗星は，

軌道の長径の方向に交配があり，彗星そのものは地球軌道と接近し得ないにも

拘らす，十月乃至十一月の頃には，α・・60e±20。，δ＝＋209±10。の黄道の南北

にわたってこの彗星に關聯する多藪の輻射黒占が集って居る（“流星の研究”第

122頁）．“天文月報”の古畑氏の論文（第35巷9）等を見れば，如何に室間の

廣い範園に流星群が撒布されてるるかが興味深く看取される．氏がとれを基礎

として黄道光の本島を論じられたのは，素暗しい卓見と，敬服の他無いが，そ

れにしても，六月から七月にかけて，エンケ彗星に關臥する流星群が全く知ら

れてみないのは，甚だ不思議なことと思ふ．その頃，黄道の南或は北に，黄道

に近く火球から成る流星群が存在して寒い筈では無かろう．か？但し，その頃，

との條件に適し．さうな流星群には，蝸座流量1群がある．

　さて，この様な状態であると，週期彗星に關聯する流星群の出現時期を豫知

するこどは，一見面倒に見えるが，とれは傾斜の小さいものについてのみ當て

はまる筈であるから，それを逆用して，彗星の動径が大凡1軍位に成る時を捜

せば良い事になる．パリー彗星も，エンケ彗星も，この條件に適して居る．

　　2．輻射黙推算の要旨

　筆者は，輻射推算法に關する文献を一切有しなかった爲，一昨年工夫した軍

純な方法を取った．

　第1圖に於て，彗星軌道の平面πと黄道面εとはNSN’を共膚、し，　Sは太陽

である．叉，爾軌道がEで交はつて居て，彗星に附随した流彗群が，Eに於て

PEの方向に，この速度で進行するとする。更に，　ELはEに於ける地球進行

の：方向，帥ち流星頂黒占の方向及び速度である．この時，PEの室間内での方向

が彗星の軌道要素から確定するならば，これを黄経黄緯に換算すれぱ，それは

EPち流星群の眞輻射黒占である．吹に，これとEしとから，見掛けの輻射黒占を計

算する事は，初等力學，画面及び球面三角法の問題に過ぎない．

　さて，PEは準面π上にあるから

　　　　　　　　　　　　　　zlSEP　＝　p

は，彗星の離心率，及びEの離心近雪占距離角を知ることによって計算し得る．

叉，春分黒占の：方向Eγは雫面εに含まれて，

　　　　　　　　　　　　　　．一／．7EP　＝　o

も，，交感の黄銅が知れれば，當然知られる．ρ，σ以外に，軌道傾翁角iを知れ

ば，PEは決定する筈である．部ち，輻射黙は計算出來る．計算式を一見する

と，＼流星軌道の計算を逆に行ふ罪な形式となる．この時，1で述べた様に，dr
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が小さい事が必要であるが，多数の彗星について之れを検するには，作圏に依

るのが一番早い．ついでにρ，σも圖の上から考へれば直ぐに決定される．

　　　　　　　　　　　　　　　　第　1　圖
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第2｛〉世紀の彗星についても，前述の條件を滞足し，或ひは近似的に満足する

ものは少なくない．次にこれを揚げよう，

　　　　　　　　第1表　　流星群の蝕1蜆の可能な20匿紀彗星

。 名 禰

批
物
線
軌
道
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385
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409

412

433

184

460

473

1907　互1

1908　III

1911　II

1911　IV

1916　III

1917　1瓦

1925　XI亙

1927　IX

1933　IV

1939　III

Grig．cr－Mellish

Morehouse
Kiess

Belijawsky

Perrine

Schaumasse

Peltier－Wilk

Skjellerup

Carrasco

Jurlof－Achemarof－Hassel

i
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楕
圓
軌
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364
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　1

Encke

Grigg－Skjellerup

SchwaSsmann－Wachman“n

Pons－Winnecke
Kopff

Giacobini－Zi．nner

Tuttle　I

Ha狂ey

　第1表に於て，“α’は山本進氏i‘彗星假総目録”中の固有番號で，周期がバ

リ彗星のそれより永いものは，・すべて拗物線軌道に含めてある．

　前述した様に，週期的な彗星は，流星群との關係について既に多くの研究が

ある上，特に今世紀の彗星として取り上げ得るものは密ないので，これに繰返

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くす必要がない．從って，此庭では箪に抱物線軌道の彗星についてのみ，論じよ

うと思ふ．

　　4．謡物線軌道の彗星の場合

　第2表に軌道要素（山本進氏“i彗星假総目録，1に依る），交鮎の種類（昇交

黙：A，降払出：D），及OL’　Arを揚げた．これに基いて，彗星の軌道を作圓し

たものを，第2圖A，Bに示した．これに依って彗星軌道の地球軌道への接近

工合がよく判る．

但し，第2圖は傾

斜を老乱してみな

V・から，實際には

交鮎の廻りで軌道

傾斜角だけ廻韓さ

せる必要がある．

　この要素に基い

て出現位置及び理

論速度を計算する

と第；3表を得る．

これ等の値は，す

べて同表に與へた

し（流星頂黒占の黄

経）に封して行っ

てある．日附もつ

いでに掲げたが，
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第2表　拗物線軌道の彗星の要素とAr

彗 星1・ 9 「
－ ・t交鮎判4・
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これは大して問題では

無く℃，前後一週間位　　　・

にわたって，注意の要　lt、
　　　　　　　　　　　　　x
があると思ふ．速度は

すべて槻測さるべき地

心速度である．

　≡次に個kの輻射鮎に

つVbて略述しよう．
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第2圖　B

れたさうで，“流星の研

究”第97頁に，輻射黙

が載って居る．それに

依ると，

　　　　　　　理論輻画面
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で，筆者の結果も，
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要があると思ふから，後述する．

　191211に關聯する流星群は，耐田茂先生著‘‘彗星”第264頁に，
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第3表　推算輻三下下

膨星1L R．　A．　1　Decl ・・c・1・…附近理
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65．6
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月　　日

3－28，

8一　2，
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5一　4，
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3－30，

8－12，

6一　8，

7－12，

串一4，

2一　1，

T　Tuc

a　And
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b　And

e　Ara

37　Com

K　Aql

f　Per

P　Tri

a　Psc

P　cet

30　Oph

が輻射黙となる事が記してある．1925XIIに關聯するものについては，昨年

八月21日朝，筆者が三角座に得た輻射黙から軌道の計算を試みた虞，この彗星

に類似してみたので，急報第576號に焚表されたのであったが，それは，

　　　　　　　　　α　　＝　35．03　　　　　　　　　　　　　δ　＝　　十32。05

で，第3表の値と署しく異る．そこで，計算をやり直してみた虞，近日窯糞意

の算出の際の：加法を誤った爲，ωを丁度100度誤った結果で，實際のωは121．018

でなく221・。18である事が分つた．二って，．二二性は否定されるわけで，山本先

生，小回先生始め，御迷惑をお掛けした：方々に深くお詑び申し上げる次第であ

70；理論上の輻射黙の附近には，1936年に吉井耕一・Skの得られた輻射黙がある

が，これは後述する．

　19271X彗星に附随する流星群は，“天界”第87號に山本先生の護者を魅、了

する叢誌がφる．これに依ると，理論上の輻射黒占は，

　　　　　　　　a　＝：30e40t，　　　　　　　　　　　　　δ　　＝　二十33058ノ

で，筆者の結果も略一致してみる．1939111彗星は，岡林滋樹氏も猫立二見さ

れた星で，流星群は昇交貼に封ずるものをやはり，山本先生が豫弔して居られ

るとのことであるが（‘’天界”第224號），筆者は，降交黙についても計算した．

　この他に，19301i§i星に關鈍する流星群の輻射黙として，ロシヤの〕Malzev’

氏が，九月20日頃，

　　　　　　　　　a　＝　560　6　＝　一420
附近より放射すべき筈である旨を豫言したと，“流星の研究”第109頁に小棋先

生が書かれて居るが，元來，この彗星は，地球と0．2輩出以内に近づき得ない．
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然も，軌道傾斜が大きい（99・。5）から，流星群は出現しさうも無V・が，假に，

出現するとしても，その日附は九月20日では無く，：二月11日となり，理論上の

輻射黙も

　　　　　　　　　a　＝　2460　6　　＝　一760
となって，上の結果と一藪：しない．この鮎を不審に思ぴ，小棋先生に御教示を

お願びした庭，：先生も同様の御意見で，“マルツエフが計算に使用した要素を槍

しなければならないが”とのお話であった．何れ何かの誤りであらうと思ふ．

兎に角，流星群は出現しさうも無いと考今たので，表には加へなかった．（要

i素は総べて‘‘半群假総目鋒”に依る）

　　5．19且1Hi彗星に關聯ずる駅者座流星蘇

　この流星群は，Transactions　of　the　International　Astronomical　Union，

Vol．6に依ると，1935年八月31日一九月1日にゾンネベルグのHoffmeister氏

及びTeichgrljber氏，プラーグのGuth氏等に依って，同時に獲見されたも

のであるが，呼損先生に依れば（“天界”第231號），Denning氏に依って，久

しい以前から指摘されてるたものといふ事である。1935年の出現は，毎時間20

個に達し，その輻射黙は，

　　　　　　　　　　α＝860　　　　　　δ＝＝十40．05

を示した由であるが，コペンハーゲンのS．Holln氏は，八月7－8日に見た’ど

いふ事で，随分永い期間出現するものらしい．そんなわけで，この流星群の出

現は，今後も可能性が多V・と思はれる．それも，相當長期にわたり，出現する

檬子なので，筆

者は，試みに，

八月18日よp九

月8日に到る輻

射黒占移動を推算

して，第4表の

結果を得た．第

3圖はこれを圖

示したものであ

る．流星群の理

論速度は

66km／secで，
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第4表　　191111彗星に俘ふ流星群の二尉黙移動推算法
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　　6．山塊に偉ふ流星群の雪在判定につ9sて

　さて，以上の如き流星群輻射霜が擬測された場合，それが彗星出現の直後乃

至は十欺年毎迄であれば，点者の關油性は略々確定的であらう．然しながら，

それが数十評点ぴはそれ以上、も隔って居ると，關係は甚だ怪しくなって盛る．

丈量茂先生も，“彗星”の中で，“漏る流星群の軌道と藪十年隔った年代に出現

した彗星の軌道と類似レて居る様な場合もあるが，その様な場合には同じ彗星

族に寵するものと考へられるかも知れないが，』直接面面があるとは考へ難い”

と述べて居られ，』 ｬ愼先生も同様の御意見を持って居られる．勿論筆者はこれ

を否定し得ないから，第20世紀初期の彗星に關熟する流星群が現在爾活動を績

けて居るとは老へない．（無論，191111等の特殊な例外は別として．）一般に，

彗星出現當時の槻測から，理論輻射鮎の附近に得られた輻射黙を捜すべきと思

ふ．そめ面面，彗星族とか，流星物質の撒布された範團等に注目する場合に

．は，現在も，その流星群を注目する必要が認められる．

　要するに，山本先生が19271X彗墨に附随する流星群を豫報された際に（“天

界”第87號），“流星歎が少ければ少いといふ事が，叉，多ゆれば多いと1云ふ事

が何事にもかへ難い事實なのである”と論じて居られるのを，彗星に件ふ流星

群の灘を験する場く含の指導原理としたい．

　叉，この場合，流星の速度の少しでも眞に：近い値を知る事が，有利なのでは

無かろうか？　この爲には，出現が顯著ならば，廻韓翼による爲面的方法が良

いのであらうが，さうでなくても，E。　Opik氏の如きrocking　Inirrorに依る

直接法とか，小棋先生が“天界”第197號に紹介された間接的：方法等，どんな

ものであらうか？

　一丁，理論輻射窯と観測輻射黒占との隔りがどの程度以下ならぼ，“豫想通り

の流星群を得た”と考5られるかと云ふと，筆者は，週期的な彗星で，流星物質

が室間内の廣範園にわたってみると考へられるものはさて置いて，若い新彗星
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では，数度以内であらうと思ふ．10度も距って居れば，軌道要素はまるで異る

ものである．但し，この場合豫報のしと，観測時のしとが，三密に云へば，一

藪：してみる事が必要である．しの値が異なれば，たとへ關聯性はあっても，軌

道要素は異って借るr

　具三門にその一例を示すごとにする．東亜天文二二紀要第85號の，流星課で

得られた輻射黒占の表の中で，吉井St一・氏観測の1618番の輻射黙がr上述した

1925XII彗星に二二する流星群の輻射貼と似てみる．帥ち，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　差
t

L

R．A．

Decl．

　観　　　測
1936－8－13．63　U．T．

　　5塗95

　　59
　十38．5

計　算

　訂
　51．32

　632

十41．0

　む
十3．63

－42

－3．5

　しが4度近くも異るから，理想的でないが，他に適例が無V・から，これを．探

った．との槻測のWeightは1との事であるが，理論輻射黙との大圏距離は

5，3度である．この値から，流星群の軌道：要素を計算して，・1925XIIと比較す

ると，下の檬になる．

Ω
ω
i
q
e

　流星群

欝一
9194

1925　．XII

140．721

126．125

144．607

　02635
　1．

　理論的にも，ωは一致し難いものかも知れないが，兎に角20度以上距ってみ

るし’，qも随分と違ふ；輕験の淺い筆者には噺言出來ないが，この位の一致で

は關聯性は有る無しの境位では無いだらうか？．　この理由はしが違ふ事にあ

・る．元來，これが1925XII彗星に關聯してみるものならば，槻測時のしが理

　　　　　　　　　　　　　　　　を論輻射黙計算の時のLより大きい故に，赤経も，理論値より大きく，從って

差（O－C）は正となる筈である．然るに1これが負になってみる．・從って，し

が等しければ流星群のωは，もっと1925XIIのωの値に近づく筈である，

　叉，前述したバリ彗星に關聯する流星群には，オリオン座流星群の他に，水

瓶座流星群があることは，周知のことであるが，彗星と流星との關聯といふ立

場から見れば，爾者の活動が俘ふかどうか，つまり出現数の増減に相關が認め

「られるか否かといふ様な瓢にも，注意する必要があると思ふ．これは，第3表．

の輻射鮎についても，1916111や，1939111に適用出門る．
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　　あとカミき　上に掲げた輻射黙の推算位置は，1941年冬，筆者が東京府立六

中天艦観測班回報誌上で論じた方法を，改良して行ったもので，元來，稜表の

意志等が無かったのでありますが，山本先生から襲表せよとのお言葉を頂きま

したので，無畜も省りみす，仰せに射つた様な次第であ砂ます．そんな謬で，

山本先生には種々御面倒をお掛け致しました．叉，山本先生，小潮先生からは

有力な御高見を頂きました．末筆で御座いますが，謹んで御禮申し上げます。

叉同好の畏友富田弘一郎氏からは，筆者の有たなかった資料の便宜を得，星野

實君からは，計算法につき，御助言を頂きました．合はせてtt感謝致します．

　一生懸命書きましたものの，その道の．Expert．と目される方kが御覧にな

れば，氣が付かすに過した誤りや，老へ違ぴも有ウ勝ちと存じます．そんな黙

は，何卒御教示下さいます様お願ひ致します．（1943－7－5記）

海　軍　と　天　女

海軍少佐　塚本瞬一郎　（講演筆記）

　凹々たる洋上，または長距離爆撃行におけるわが艦，わが機の位置を繕えず正確に四駅

といふ事が，あらゆる作興活動の基本となる．此の爲め太陽，月，星を観測して，我が位

置を確定しようとする天測員の苦心は，並大抵ではない・眞蘇潜攻撃前，摩しない太ZF洋

上にあって“大作載に狂ひを生じさ．せぬために，艦の位置を最も正確に測定せねばなら

ぬ”といふので，自分も，こ～土十数年間，修練してきた天測の腕を振つナこ．

　天佑にも，夜明から上天氣であった．書間は，じく々々灼けつく甲板上で，太陽と向ひ

あっ’Z‘，六分儀に噛りつき，夜は星を観測して，一睡もしなかったが，　藁のこの努力に

よって，廣漠たる旧卒洋上において，正確な艦位置をつきとめる事が出來，從って，現位

置から，日ざすハワイまでの距離，方向が確定したので，母艦を飛びたつた飛行機は，示

されナニ方向へ飛翔した時，まさしく眞三一を翼下に見たのである．

　マVI臨海載の戦果も，敵螢見の位置が正確であった爲であり，支那事攣壁頭敢行され

た南京への渡洋爆撃でも，天測によって飛行機の位置を正確にkn　b得た埋めである．洋上

に於ける自己の位置の確定が，如何に大切であるかは，空母と飛行機の關係で最も明瞭に

示されて居る．

　荷ほ，敵の空爆の危瞼を冒して前進する潜水艦が，天測によって，自己の位置を知る爲

には，海上に姿を現はすほんの問隙に瞥見した星に依って，確定しなければならぬと言ふ

苦心が絶えず擁はれて居る，（職責筆記者）


